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●自由民主党
　政務調査会長代理

   年の始めにベネズエラ情勢
について考える

　新年早々、米国によるベネズエラ侵攻作
戦・マドゥロ大統領拘束という衝撃的な
ニュースが飛び込んできました。
　私たちが馴染みのない西半球での出来事
なだけに、唐突感が半端なかったと思いま
すが、実はすでに、昨年秋頃からトランプ
政権は頻りに警告していました。
　その上で、綿密な計画に基づき CIA と特
殊作戦部隊の連携により今回の電撃作戦を
成功させたようです。

米国の行動は国際法違反
されど・・・

　この軍事侵攻に対しては、国際法違反と
の批判が寄せられています。

　外形的には、国連憲章が禁ずる「武力行使
による一方的な現状変更」に他なりません。
米国はこれまでにも、1983 年のグレナダ侵攻、
1989 年のパナマ侵攻、2003 年のイラク戦争
など、国際法違反が濃厚な軍事行動を行なっ
てきましたので、今更、面食らったようにそ
れを叫んでみても始まりません。

　この際、私たちは、「現下の国際社会が法と
秩序に基づいて整然と統治されている」とい
うような甘い考えを見直す必要があるのでは
ないかと考えます。

　今回の米国の行動を批判するのは簡単です
が、現実の国際政治はそれだけでは済まない
複雑怪奇なものです。
　もちろん、今回の事案がロシアの侵略行動
や中国の台湾に対する強硬姿勢へどのような
（悪）影響を及ぼすかについても、十分念頭に
入れて慎重に対応する必要があるでしょう。
中露が勢いづくかもしれませんし、戦争の長
期化のリスクに対しより慎重になるかもしれ
ません。

トランプ政権は、
なぜ軍事作戦に踏み切ったのか？

　ですから私は、米国トランプ政権がこの軍
事作戦に踏み切った理由や、それによって達
成しようとしている戦略目的が何なのかを
しっかり把握することが、より重要ではない
かと考えます。
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米国とベネズエラの位置関係


